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は、「ぜんぜん」という陳述副詞について明治 20 年代から 30 年代の二葉亭四迷の作品を資
料で考察したものなどがある。 
現代語における副詞の研究には、野田（2000）の研究があり、「ぜんぜん」と肯定形の共











































































































                            









文体の差は、2011 年 8 月に国立国語研究所によって公開された検索アプリケーション『中
納言』4を利用し、『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ：Balanced Corpus of 
Contemporary Written Japanese）』（以下、BCCWJ と称する）を用いる5。 















                            
4 『中納言』とは、国立国語研究所で開発されたコーパスを検索することができる Web アプリケーション
である。短単位・長単位・文字列の 3 つの方法によりコーパスに付与された形態論情報を組み合わせた高
度な検索ができる。（https://maro.ninjal.ac.jp/wiki/「中納言オンラインマニュアル」から、2013 年 8 月
16 日参照）また、田野村（2012：p.4）は、BCCWJ の 3 つの利用形態について、「少納言」は単純な文
字列検索のみで、「中納言」は文法情報に基づく検索が可能で「BCCWJ-DVD 版」は BCCWJ の全情報
を利用可能（ソフトウェアを用意する必要がある）であると簡潔に説明している。 







所有の『CD-毎日新聞 2004 年・2005 年・2006 年・2007 年・2008 年・2009 データ集（毎日新聞社）』で






































られない研究方法である（第 3 章 3.3.1 で議論する）。 































































































本論の部分である、第 4 章から第 9 章までは、研究対象を検討した結果を示し、考察を
行う。第 4 章から第 7 章までは、事態の成立するまで長い時間がかかる「やっと」「ようや
く」「ついに」「とうとう」について検討する。 
第 4 章と第 5 章では、述語に否定表現が来ない「やっと」「ようやく」の相違について、
第 4 章では、BCCWJ（特に BCCWJ 内の『文学』を中心）を用い、第 5 章の前半では、
新聞データである『毎日』を用いて両副詞の相違について検討する。第 4 章と第 5 章の前
半で明らかになった「やっと」「ようやく」のジャンルによる相違については第 5 章の後半
で述べる。 
第 6 章と第 7 章では、述語に否定表現が来る「ついに」「とうとう」の相違について、上
記の「やっと」「ようやく」と同様の記述方法で、第 6 章では、BCCWJ を用い、第 7 章の
前半では、『毎日』を用いて検討する。さらに、第 7 章の後半では、第 6 章と第 7 章の前半
で明らかになった両副詞の相違を比較し、ジャンルによる違いについて述べる。 
第 8 章と第 9 章は、事態が瞬間的に成立する副詞「急に」「突然」の相違について、第 8
章では BCCWJ を用い、第 9 章前半では『毎日』を用い検討する。第 8 章と第 9 章前半で
明らかになったことの比較は、第 9 章の後半で行う。 




第 2章 先行研究 
 


















副詞    先行副詞    語の副詞    属性副詞    情態副詞 
                               程度副詞 
                       陳述副詞    
感動副詞 
       接続副詞                                            （山田 1936：p.374） 






















命令形あるもの         動詞   
活用するもの―単独で述語となるもの         用言   命令形なきもの        形容詞 
（名詞） 
詞           主語となるもの           体言                （代名詞） 
                                                （数詞） 
   活用せぬもの                                  用言を修飾するもの 
                                   修飾するもの        ：副詞 
                    修飾接続するもの―副用言           体言を修飾するもの 
：副体詞 
          主語とならぬもの                 接続するもの              接続詞 
                    修飾接続せぬもの                                    感動詞 
   （橋本 1948：p.65） 





























   呼応なきものは、他より修飾せらるゝ事あり、又、述語になる事ある点は共通
であるが、その中、 
   （a）体言を修飾するもの（そのままで） 
   （b）副詞を修飾するもの 



































































 （1）花が美しく咲いている。  （時枝 1950：p.139） 
 （2）明日はおそらく晴天だろう。   （同：p.144） 
 （3）彼はあのことを決して忘れない。 （同：p.144） 



















                                                   


























に属する。中右は（p.165）は「時・アスペクトの副詞」に「today, yesterday, tomorrow, the 
day after tomorrow,  already, yet, lately, recently, just now, nowadays, soon, in the near 





















































                                                   
6 工藤（1985b）は、URL:http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/kudohiro/aderb2.html 「日本語文法五つの






































































































































次に、「ついに」「とうとう」に関する辞典での記述をまとめたのは以下の表 2-2 である。 
 




























































































                                                   



































































































































































                                                   


















る。                               （金 2006：p.37） 
 























































                                                   
13 利用されているテキストデータは、『芥川全集第一巻～十三巻、第十五巻』（文芸春秋社）、『アレア』（1993
































                                                   
14 池田（2000）の使った用例数は、「ついに」123 例、「とうとう」229 例、石川（2006）の使ったデータ
は『プロジェクトＸ』（第 1 巻～26 巻）で、総計、約 6,175,488 字、新潮文庫 10 作品で総計、約 2,171,776
字であって抽出された用例数は「ついに」530 例、「とうとう」62 例である。山本（2007）の使ったデー






（7）父は自動車事故でトツゼン死にました。                 （同上） 
（8）友人は私をトツゼン裏切ったのだ。                     （同上） 














































































子資料である BCCWJ と『毎日』を用いる。 
 
 




                            
1 第 5 章と第 9 章では、2008 年度の『毎日』を用いるが、第 7 章では、『毎日』2004 年から 2009 年まで













































































の『文学』は 11,147,693 語、「特定目的・ベストセラー」の『文学』は 2,288,986 語であり、
合計 20,139,268 語である2。 
一方、BCCWJ のサブコーパスである「新聞」は 1,370,233 語であり、『文学』の語数と
数値的に差が大きい。『毎日』の場合、1994 年は 26,818,232 語、1995 年は 27,790,242 語、
1996 年は 31,505,648 語、1997 年は 34,042,126 語、1998 年は 35,436,029 語、1999 年は
33,238,138 語、2000 年は 32,683,634 語、2001 年は 31,095,295 語、2002 年は 30,296,127





23,439,785 語である 2008 年度の『毎日』を用いる（ただし中頻度語が現れない場合、2009
年、2007 年、2006 年、2005 年、2004 年、2003 年などの順で他の年度を用いる。この点








                            
2（URL https://chunagon.ninjal.ac.jp/search/about/suw 2012 年 5 月 19 日参照） 


































                            
4 コーパス検索アプリケーションである『中納言』で検索を行う際、検索方法には、「短単位検索」「長単位
検索」「文字列検索」がある。「短単位検索」「長単位検索」では単位ごとに区切ったデータを使い、文字列
だけではなく品詞や語彙素など、様々な条件を指定して検索することができる（第 1 章脚注 4 をご参照い
ただきたい）。 






戦のごとしで、従来の剣舞のようなものとは違った。（『毎日』2008 年 1 月 10 日） 























                            
6 出典の表示について、用例（1）は、（『毎日』2008 年 1 月 10 日）となっているが、以降、（2008 年 1 月
10 日）と『毎日』を省略し、記述する。 
7 3 人の日本語母語話者は、1 名は 20 代後半の男性、2 名は 30 代前半の女性で 3 名とも日本語教育に携わ






例がある。太線を述語として認定した（波線は 1 名の意見である）。 























（2004 年 5 月 12 日） 
 （9）患者側は不安だ。特に子供の場合は大丈夫だと思っても、容体が急に変わることが










（11）「負ける気がしなかった」。ひやっとしたのは準々決勝のみ。（2008 年 3 月 28 日） 
（12）日本とインドネシアのＥＰＡが批准に向けて動き出した。柱となる看護師や介護







ヤット長官に、派遣の意義などを聞いた。（2008 年 4 月 20 日）【ジャカルタ井田純】 
（13）業界団体をバックに導入反対を唱える族議員たちに対しては、まずはじろりとに
らみ、税の論理を滔々（とうとう）と説いた。その迫力と理屈にかなう政治家はい


























                            
11 『中納言』における検索結果の表示について、形態論情報は「前文脈、 キー、 後文脈、 語彙素読み、 
語彙素、 語彙素細分類、 語形、 品詞、 活用型、 活用形、 書字形、 発音形出現形、 語種、 原文文字
列」の順で表示され、コーパス情報は「サンプル ID、 連番、 レジスター、 コア、 固定長、 可変長」
の順で表示され、出典情報は「執筆者、 生年代、 性別、 ジャンル、 書名/出典、 副題/分類、 巻号、 編
著者等、 出版者、 出版年」の順で表示される。 
（ https://maro.ninjal.ac.jp/wiki/index.php?%E6%A4%9C%E7%B4%A2%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3



















































例えば、「やっと」「ようやく」と共起する動詞をまとめたものが表 3-1 である。 
 
表 3-1 「やっと」「ようやく」と共起する高頻度の動詞12 
やっと ようやく 
順位 動詞 頻度 比率 順位 動詞 頻度 比率 
1 する 155 9.8% 1 する 272 11.7% 
2 なる 102 6.5% 2 なる 147 6.3% 
3 分かる 82 5.2% 3 できる 92 4.0% 
4 できる 69 4.4% 4 開く 66 2.8% 
5 出る 50 3.2% 5 分かる 64 2.7% 
6 見つける 38 2.4% 6 気づく 58  2.5% 
7 言う 36 2.3% 7 付く 51 2.2% 
7 付く 36 2.3% 8 出る 48 2.1% 
9 気づく 35 2.2% 9 言う 41 1.8% 
10 開く 32 2.0% 10 たどりつく 40 1.7% 
（趙（2013：p.21）の表 3 を引用） 
 
高頻度の動詞について、国立国語研究所の『BCCWJ の語彙表』13を参考にすると、「や
                            
12 表 3-1 は、BCCWJ の「書籍」「ベストセラー」の下位区分である『文学』を用い、「やっと」「ようやく」
と共起する述語を頻度順にまとめた表であるが、第 3 節 3.2 の（18）（19）（20）のように、1890 年まで




（URL http://www.ninjal.ac.jp/corpus_center/bccwj/freq-list.html 2013 年 8 月 16 日 参照） 
37 
っと」「ようやく」と共起する動詞の場合、表 3-1 に見られる「する」は 8 位（以下、動詞
の後の順位は、国立国語研究所の『BCCWJ の語彙表』によるものである）、「なる」は 21
位、「できる」は 43 位、「分かる」は 105 位、「言う」は 17 位、「付く」は 84 位、「気づく」
は 668 位、「開く」は 419 位である。「やっと」のみに現れる高頻度語「見つける」は 1109
位であり、「ようやく」のみに現れる高頻度語「たどりつく」は 3871 位である（『BCCWJ
の語彙表』の「出版・書籍」の頻度）は 98748 位まであるため、3871 位を高頻度語と判断
した）。 
また、『国立国語研究所言語処理データ集 7 現代雑誌九十種の用語用字 全語彙・表記』
（以下、『雑誌 90 種』と称する）14の頻度順と合わせてみると、『BCCWJ の語彙表』と同
様に頻度が高い基本的な語が多いことが分かる。「やっと」「ようやく」と共起する共通の
動詞は『雑誌 90 種』の順位から「する」は 1 位（以下、動詞の後の順位は『雑誌 90 種』
によるものである）、「なる」は 6 位、「分かる」は 109 位、「できる」は 46 位、「出る」は
62 位、「言う」は 3 位、「付く」は 119 位、「気づく」は 2146 位、「開く」は 458 位である。
「やっと」のみに現れる高頻度「見つける」は 1560 位、「ようやく」に現れる高頻度語「た
どりつく」は 6854 位である（『雑誌 90 種』の順位は 39,998 位まであるため、1560 位の「見



















                            















標本調査で使用回数が 1 回（頻度 1）となった見出し語が全数調査でも頻度 1 である保証
がないからである。また、標本抽出の対象からもれた見出し語も当然あり、その見出し



















                            
15 本論では研究対象語と共起する高頻度語について出現傾向などを確認する程度にとどめる。 























































表 3-2 上代語彙の範囲・度数分布表 
 
















                            















高頻度 970～28 0.0～59.8 276 26 16 318 4.9 4.9
中頻度 27～2 ～93.5 1143 371 1427 2941 45.2 50.1
低頻度 1 ～100.0 568 251 2427 3246 49.9 100.0








れらを、累積比率で示すと、高頻度は 0％から 60％であり、中頻度は 61％から 90％であり、





まず、頻度の累積を 60%にめざしていくと順位 1 から 20 位くらいになる。同一の順位は
同じように扱いまとめて累積していくと、60%に近くなる。表 3-3 では「ある」動詞までと



















                            































が 155 から 8 までの 59.8%になり、中頻度は出現頻度が 7 から 2 までの 27.2%になり、低

















































表 3-5 「やっと」の「独自の語」の「(使用)範囲・度数分布表」 
 
（趙（2013：p.24）の表 5 を引用） 
 
順位 動詞 頻度 順位 動詞 頻度
1 する 155 1 する 272
2 なる 102 2 なる 147
3 分かる 82 3 できる 92
4 できる 69 4 開く 66
： ： ： ： ： ：
20 見つかる 8 23 やってくる 9
20 届く 8 23 離れる 9
20 返る 8 23 近づく 9
20 ある 8 23 現れる 9
21 捕まえる 7 24 認める 8
21 立ち上がる 7 24 始まる 8
21 覚める 7 24 知る 8
21 答える 7 24 聞こえる 8
21 聞こえる 7 ： ： ：
： ： ： 30 暖まる 2
26 薄れる 2 30 会う 2
26 稼ぐ 2 30 諦める 2
26 起こる 2 30 聴き取る 2
27 割る 1 31 奮い起こす 1
27 渡る 1 31 掬いあげる 1
27 座る 1 31 よじ登る 1
27 退く 1 ： ： ：
： ： ： 31 行き詰まる 1
27 駆け寄る 1 31 持ち込む 1
27 駆け込む 1 31 見まわす 1
27 隠す 1 31 実る 1
27 書く 1 31 見抜く 1









4～3  ～79.6% 42 7
2 ～87% 49 9
低頻度 1 ～100% 91 115 91 115 206 55.7%
合計 1579 239 131 239 131 370 100.0%
中頻度 116 16 132 35.7%
延べ語数 「文学」範囲(補正前)「文学」範囲(補正後) 異なり語数
















































      














































第 4章 BCCWJに見られる「やっと」「ようやく」の相違 
 
本章から第 9 章までは本研究の本論に当たり、本章と第 5 章では、類義関係にある「や














本章の構成は、以下の通りである。第 2 節では、本章の目的、第 3 節では、本章におけ
















                                              







抽出された用例について、例えば、「書籍」は〈やっと〉が 3258 例、〈ヤット〉が 11 例、
〈漸と〉が 3 例現れており、また、〈ようやく〉が 3860 例、〈漸く〉が 192 例、〈やうやく〉
が 9 例、〈ヨウヤク〉と〈漸やく〉が 0 例現れた。「ベストセラー」は〈やっと〉が 292 例、
〈ヤット〉と〈漸と〉が 0 例現れており、また、〈ようやく〉が 302 例、〈漸く〉が 7 例、
〈やうやく〉が 3 例、〈ヨウヤク〉と〈漸やく〉が 0 例現れた。詳細な検索の結果は、次の














その結果、「やっと」が 1845 例、「ようやく」が 2347 例で、これらは下記の 4.4.2 の『文
学』における「やっと」「ようやく」の用例として用い、検討の用例とする。 












1912 例、「ようやく」が 2391 例である。 






下記の表 4-1 は、BCCWJ のさまざまなジャンルでの「やっと」「ようやく」の出現傾向
をまとめたものである。 
 




頻度 比率 頻度 比率 
書籍 3272 59.3% 4061 70.9% 
ベストセラー 292 5.3% 312 5.4% 
新聞 39 0.7% 43 0.8% 
雑誌 132 2.4% 200 3.5% 
白書 4 0.1% 47 0.8% 
国会会議録 58 1.1% 89 1.6% 
教科書 13 0.2% 22 0.4% 
知恵袋 377 6.8% 107 1.9% 
広報誌 11 0.2% 12 0.2% 
韻文 10 0.2% 21 0.4% 
法律 0 0.0% 0 0.0% 
ブログ 1307 23.7% 813 14.2% 












































まつむしを抱きとめた。（PB29_00072『小説 bud boy』2002） 
  
「地の文」と「会話文」における「やっと」「ようやく」の出現傾向をまとめたものが、
次の表 4-2 である。 





表 4-2 「地の文」と「会話文」での出現傾向 
 やっと ようやく 
頻度 比率 頻度 比率 
地の文 1505 81.6% 2218 94.5% 
会話文 340 18.4% 129 5.5% 
合計 1845 100.0% 2347 100.0% 
 





者たち（メディアミックス版））』（以下、『プロジェクト X』と称する）と「新潮文庫 10 作
品」（以下、「新潮文庫」と称する）を用いて分析を行っている。『プロジェクト X』の場合、
「会話文」における両副詞の出現傾向は「やっと」が 119 例中 51 例（42.8％）、「ようやく」
が 336 例中 28 例（8.3％）であり、「新潮文庫」の場合、両副詞の出現傾向は「やっと」が
76 例中 17 例（22.3％）、「ようやく」が 82 例中 12 例（14.6％）であり、これらを合わせ
ると、「やっと」が 195 例中 78 例（40.0％）、「ようやく」が 418 例中 40 例（9.6％）であ
ると述べている7。 
「やっと」は、本章の『文学』における「会話文」での出現比率は 18.4％であり、石川









れで、『プロジェクト X』の出現比率が約 4 割で非常に高い比率が見られたのだと思われる。 
本章の結果と石川（2006）の「新潮文庫」の結果を考えると、小説というジャンルにお
ける「会話文」での「やっと」の出現傾向は約 2 割前後で現れると言えるだろう。 
一方、「ようやく」の場合、ジャンルによる違いとデータの母数の違いにより、本章の結
                                              
7 石川（2006）の用いたデータは、『プロジェクト X－挑戦者たち（メディアミックス版）』（第１巻-第２６
巻）で、総計、約 6,175,488 字、新潮文庫 10 作品で総計、約 2,171,776 字である。抽出された用例は、「や























が 13 例である。また、「やっと」と共起する述語が「名詞＋助動詞」のものが 20 例、「や
っと。」が 9 例、「やっと＋助動詞」が 69 例、「体言止め」が 6 例、さらに、「やっと」と共
起する述語が省略されたものが 8 例、計 324 例を除き、1521 例を対象にする。 
一方、「ようやく」は、（7）のように、「ようやくの＋名詞で～」が 22 例、「ようやくに
して」が 10 例、（8）のように、「ようやく＋助動詞」で終わるものが 2 例、「ようやく。」
で終わるものが 4 例、「ようやくと」が 2 例である。また、「ようやく」と共起する述語が
「名詞＋助動詞」が 11 例、述語が省略されたものが 7 例、「体言止め」が 4 例、計 62 を除















語を出現順位 10 位までまとめたものが、下記の表 4-3 である。 
 
表 4-3 「やっと」「ようやく」と共起する高頻度の動詞 
やっと ようやく 
順位 動詞 頻度 比率 順位 動詞 頻度 比率 
1 する 155 10.2% 1 する 271 11.9% 
2 なる 103 6.8% 2 なる 156 6.8% 
3 分かる 80 5.3% 3 できる 95 4.2% 
4 できる 66 4.3% 4 開く 69 3.0% 
5 出る 51 3.4% 5 分かる 68 3.0% 
6 見つける 41 2.7% 6 気づく 63  2.8% 
7 気づく 39 2.6% 7 付く 50 2.2% 
8 付く 35 2.3% 7 出る 50 2.2% 
9 来る 30 2.0% 9 言う 39 1.7% 
10 開く 29 1.9% 10 たどりつく 37 1.6% 
 





と」は 26.6％、「ようやく」が 25.9％であり、約 2 割強で両副詞に現れた。このことから両
副詞と共起する共通の高頻度語に大きな差はないことが分かる。 
また、出現頻度の高い順 10 位に入らないため、表 4-3 に示されていない動詞でも互いに
共通しているものがある。例えば、「やっと」において 6 位の「見つける」は「ようやく」
では 13 位であり、「やっと」において 9 位の「来る」は「ようやく」で 18 位である。同様
に、「ようやく」において 9 位の「言う」は「やっと」で 12 位であり、「ようやく」におい
て 10 位の「たどりつく」は「やっと」で 13 位である8。 
                                              

























                                                                                                                                    
う」は 24 例現れ、「たどりつく」は 22 例現れた。 
9 ルチラ（2005a）は、一人称主体を持つ文の場合、「やっと」に対する述語動詞の種類に共起制限が見ら
れるとし、期待されていた出来事の実現を表す用法を述語動詞の種類別にすると以下のようになると述べ
ている。     




























































4-4 と表 4-5 である。 
 
表 4-4 「やっと」の「(使用)範囲・度数分布表」 
 
 
表 4-5 「ようやく」の「(使用)範囲・度数分布表」 
 
 






は多い』という規則性をもっている。（中略）頻度 1 の見出し語は語彙量の 50％前後を占め
るのが普通である（pp.120-121）」と述べている。表 4-4 と表 4-5 に見られるように、「やっ
と」は 54.6%、「ようやく」は 56.1%であり、伊藤（2008）の記述に符合する結果が見られ
た。 
頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
154～16 0%～50.0% 16
15～8 ～59.3% 13
7～5 ～68.4% 21 2
4～3 ～78.8% 45 2
2 ～87.2% 57 6
低頻度 1 ～100.0% 82 113 82 113 195 54.6%
合計 1521 234 123 234 123 357 100.0%
中頻度 123 10 133 37.3%
延べ語数 『文学』範囲(補正前) 『文学』範囲(補正後) 異なり語数
高頻度 29 29 8.1%
頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
270～18 0%～50.4% 20 1
17～9 ～60.1% 17 2
8～6 ～68.0% 26 1
5～3 ～81.7% 61 20
2 ～87.8% 31 39
低頻度 1 ～100.0% 79 200 79 200 279 56.1%
合計 2285 234 263 234 263 497 100.0%
延べ語数 『文学』範囲(補正前) 『文学』範囲(補正後) 異なり語数
中頻度 118 60 178 35.8%
高頻度 37 3 40 8.0%
57 
また、表 4-4 と表 4-5 に見られるように、両副詞の「高頻度」「中頻度」「低頻度」おける
見出し語の出現比率に大きな差は見られない。 
次に、「使用度数の算出法」により抽出された中頻度の「独自の語（斜めの数字）」は、「や
っと」が 10 語、「ようやく」が 60 語である。抽出されたそれぞれ「独自の語」を『分類語






表 4-6 「やっと」「ようやく」の「独自の語」の意味分布 
意味分布 やっと ようやく 




2.12×× 存在   9 5.7% 
2.13×× 様相   4 2.5% 
2.15×× 作用 11 39.3% 77 49.0% 
2.16×× 時間   1 0.6% 
2.17×× 空間   10 6.4% 






2.30×× 心 3 10.7% 16 10.2% 
2.31×× 言語   6 3.8% 
2.33×× 生活   8 5.1% 
2.34×× 行為 2 7.1% 3 1.9% 
2.35×× 交わり   6 3.8% 
2.36×× 待遇 4 14.3% 2 1.3% 
2.37×× 経済 7 25.0% 2 1.3% 
2.38×× 事業   2 1.3% 
小計 16 57.1% 45 28.7% 
自然物及び 
自然現象 
2.50×× 自然 1 3.6% 4 2.5% 
2.51×× 物質   3 1.9% 
2.57×× 生命   4 2.5% 
小計 1 3.6% 11 7.0% 






































                                              


















































































































































































































































なんで１点でも多く取ろうと思っていた」と胸を張った。（2008年 2月 7日） 
（2）日本とインドネシアのＥＰＡが批准に向けて動き出した。柱となる看護師や介護福
祉士の派遣実務を行うインドネシア海外労働者派遣・保護庁のジュムフル・ヒダヤ
ット長官に、派遣の意義などを聞いた。（2008年 4月 20日） 
（3）「ヤットサー、ヤットサー」。威勢の良い掛け声とともに１２日、真夏の徳島市を彩
る阿波踊りが開幕した＝写真・大西岳彦撮影。（2008年 8月 13日） 
（4）「負ける気がしなかった」。ひやっとしたのは準々決勝のみ。（2008年 3月 28日） 




（5）◇やっと新しい試み－－ノンフィクション作家・吉永みち子さんの話（3 月 23 日
M31） 

































表 5-1 「やっと」「ようやく」の「地の文」「会話文」における出現傾向 
 やっと ようやく 
頻度 比率 頻度 比率 
地の文 421 77.0% 649 88.9% 
会話文 126 23.0% 81 11.1% 













                                              











すのがやっとだった。（2008年 4月 19日） 
（10）楽天は完封を免れるのがやっと。（2008年 5月 12日） 
（11）今野は３月のワールドカップ（Ｗ杯）アジア３次予選のバーレーン戦は３バック
の一員を務めたが、ようやく本職での出番が濃厚に。（2008年 5月 23日） 
（12）チームは５１試合目でようやく勝率５割に到達。（2008年 5月 29日） 
 （13）私たちもリョウトウナラなどを５０００本ほど植えました。でも、植樹はまだや
っと山一つ分だけです。（2008年 10月 6日） 
 （14）今季開幕戦の阪神戦では先発メンバーから外れるなどやっとの思いで定位置を確







以上の用例を除外した結果、（総出現頻度は「やっと」が 547 例、「ようやく」730 例で







                                              
2 「やっと」は、「やっと。」が 33例、「やっと＋助動詞」が 32例、「やっとで」が 1例、「やっとな」が 1




表 5-2 「やっと」「ようやく」と共起する高頻度の動詞 
やっと ようやく 
順位 動詞 頻度 比率 順位 動詞 頻度 比率 
1 する 50 12.5% 1 する 149 21.8% 
2 できる 41 10.3% 2 なる 53 7.7% 
3 なる 35 8.8% 3 できる 27 3.9% 
4 見つける 20 5.0% 4 出る 15 2.2% 
5 来る 18 4.5% 4 始まる 15 2.2% 
6 立てる 9 2.3% 6 たどりつく 12  1.8% 
6 出る 9 2.3% 7 戻る 11 1.6% 
6 分かる 9 2.3% 8 終わる 9 1.3% 
7 認める 6 1.5% 9 上げる・こぎつける 8 1.2% 
7 戻る 6 1.5% 9 見せる・認める 8 1.2% 
 




を合わせると、「やっと」が 31.6％、「ようやく」が 33.4％である。 
また、「やっと」のみに共起する高頻度の動詞は「見つける」（4 位）、「立てる」（6 位）


























年 3月 13日） 
 （18）これで貯金１。日本ハムに、ようやく元気が出てきた。（2008年 4月 9日） 
 （19）一方のバーレーンは後半３２分、イスマイールが懸命にボールを追い、左サイド
から放り込んだクロスが決勝点につながった。日本は失点後、ようやく攻撃にスピ



















































次の表 5-3と表 5-4は、両副詞のそれぞれの「独自の語」を抽出した表である。 
 
表 5-3 「やっと」の「(使用)範囲・度数分布表」 
 
頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
50～9 0%～47.9% 7 1
8～4 ～59.6% 9 1
3 ～70.2% 9 4
2 ～79.7% 11 9
低頻度 1 ～100.0% 44 38 44 38 82 61.7%
合計 399 80 53 80 53 133 100.0%
延べ語数 『毎日』範囲(補正前) 『毎日』範囲(補正後) 異なり語数
高頻度 16 2 18 13.5%
中頻度 20 13 33 24.8%
72 
表 5-4 「ようやく」の「(使用)範囲・度数分布表」  
 
 
表 5-3と表 5-4から、両副詞における見出し語の「低頻度」の比率は「やっと」が 61.7％、
「ようやく」が 59.5％であり、両副詞と共に伊藤（2008）が提示している比率と比べると、
「低頻度」がやや高い。 




表 5-5 「やっと」「ようやく」の「独自の語」の意味分布 
意味分布 やっと ようやく 




2.12×× 存在   2 3.2% 
2.13×× 様相   4 6.3% 
2.15×× 作用 14 46.7% 29 46.0% 
2.17×× 空間   3 4.8% 





2.30×× 心 10 33.3% 10 15.9% 
2.31×× 言語   5 7.9% 
2.33×× 生活 1 3.3% 2 3.2% 
2.34×× 行為   2 3.2% 
2.35×× 交わり   2 3.2% 
2.37×× 経済 5 16.7% 2 3.2% 
小計 16 53.3% 23 36.5% 
自然物及び 
自然現象 
2.57×× 生命   2 3.2% 
小計 0 0.0% 2 3.2% 
総計 30 100.0% 63 100.0% 
頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
149～7 0%～50.3% 14 1
6～5 ～59.4% 8 4
4～3 ～70.2% 15 7
2 ～81.3% 18 20
低頻度 1 ～100.0% 25 103 25 103 128 59.5%
合計 684 80 135 80 135 215 100.0%
延べ語数 『毎日』範囲(補正前) 『毎日』範囲(補正後) 異なり語数
中頻度 33 27 60 27.9%






















年 9月 14日） 
 （24）「望んだ兵役をやっと果たせる」（2008年 2月 29日） 
 （25）この特養は、死亡などで年間１０人程度退去するが、毎月２０人ほどの入居申し
込みがある。老人保健施設や療養型病床などを転々とし、やっとたどり着く待機者
も多い。（2008年 6月 28日） 
（26）タイ国内には現時点で３０００人近い日本人旅行者が足止めされているとみられ
る。バンコクでは２日午後、スワンナプーム空港が近く再開されるとのうわさが飛
び交い、「やっと帰れる」との喜びが広がった。（2008年 12月 3日） 
（27）座禅を始めたころは、無の境地になれず雑念ばかりが頭をよぎった。年月を重ね、
最近ようやく無念無想の心境に達してきた。（2008年 4月 7日） 
 （28）「きのう、お父さんから電話があったよ！」。１０歳の女児が声を弾ませた。離れ































トリースタイルを楽しんでいます」（2008年 9月 4日） 
（32）高校時代の同級生の女性は「頭が良くてまじめなタイプという印象。名前を聞い
てやっと思い出した」と話した。（2008年 5月 27日） 
（33）相手が城北（熊本）に決まり「ようやく甲子園でプレーできる実感が込み上げて
きた」と笑顔を見せた。（2008年 3月 14日） 
（34）新生活が始まって、はや２カ月。ようやく環境に慣れてきた新入生に大学生活を
聞いた。（2008年 5月 30日） 
（35）番場の忠太郎は５歳で生き別れになった母親恋しさから、股旅（またたび）生活
を続けている。ようやく捜し当てた母のおはまは、江戸でも高名な料理屋の女将（お

































こうと決めて、ようやく書き始められました」（2008年 5月 22日） 
（40）１１月１６日からタイを訪れていた名古屋市の主婦（５９）は「毎朝、航空会社
の事務所に通い、やっとチケットを取った。中部国際空港に帰りたかった」と疲れ





た様子。（2008年 12月 4日） 
 （41）出口さんは「人並みの幸せをこの時だけやっと持てたかもしれない。そう思いた
い」。（2008年 8月 9日） 
 （42）汚染米を早く売却したい農林水産省が、ようやく買い取ってくれた三笠フーズな





















手もいる。そんな中で、ようやく育った一人が錦織だ。（2008年 4月 5日） 





















































































表 5-6 「やっと」「ようやく」の出現頻度 
ジャンル やっと ようやく 
BCCWJ内の「新聞」 39 43 
『毎日』 547 730 









表 5-7 ジャンルごとにおける「地の文」と「会話文」での出現傾向 
 『毎日』 『文学』 





























出現傾向には違いはないことが分かる。第 4章 4.4.2と本章 5.7.1で述べたように、『毎日』







文を調べてみると、『毎日』では（47）のような直接引用文が 81 例中 55 例、『文学』では
80 











































































表 5-8 ジャンルごとにおける両副詞と共起する高頻度語 
 『毎日』 『文学』 
































































表 5-9 「（使用）範囲・度数分布表」の見出し語の出現比率6 
 副詞 高頻度 中頻度 低頻度 合計 
『毎日』 やっと 13.5% 24.8% 61.7% 100.0% 
ようやく 12.6% 27.9% 59.5% 100.0% 
『文学』 
 
やっと 8.1% 37.3% 54.6% 100.0% 




の見出しの出現比率が 54.6%、「ようやく」が 56.1%である。 
伊藤（2008：p.121）が述べている「頻度 1 の見出し語は語彙量の 50%前後を占めるの
が普通である」ことを考えると、両副詞は『毎日』における「低頻度」の見出し語の出現
比率が『文学』よりやや高いことから、「低頻度」の見出し語は多様な述語と共起している






表 5-10 「やっと」の「独自の語」の出現頻度 
 『分類語彙表』における部門  
ジャンル 抽象的関係 人間活動 自然現象 合計 
『毎日』 14 16 0 30 
『文学』 11 16 1 28 
合計 25 32 1 58 
 
 表 5-11 「ようやく」の「独自の語」の出現頻度 
 『分類語彙表』における部門  
ジャンル 抽象的関係 人間活動 自然現象 合計 
『毎日』 38 23 2 63 
『文学』 95 51 11 157 
合計 133 74 13 220 
 
                                              
















表 5-12 ジャンル別の「独自の語」の出現比率 
ジャンル 副詞 抽象的関係 人間活動 自然現象 合計 
『毎日』 やっと 46.7% 53.3% 0.0% 100.0% 
ようやく 60.3% 36.5% 3.2% 100.0% 
『文学』 
 
やっと 39.3% 57.1% 3.6% 100.0% 
ようやく 64.3% 28.7% 7.0% 100.0% 
 
表 5-13 ジャンル別の「独自の語」の意味分布 
ジャンル 副詞 抽象的関係 人間活動 自然現象 
『毎日』 やっと  ○  
ようやく ○  ○ 
『文学』 
 
やっと  ○  






































































































































この章の構成は、第 2 節では本章の目的について、第 3 節では、調査データについて、
















が 0例であり、「とうとう」は〈とうとう〉が 1325例、〈トウトウ〉が 4例、〈到頭〉が 17
例であった。 
「ベストセラー」において「ついに」は〈ついに〉が 257例、〈遂に〉が 54例、〈ツイニ〉











































頻度 比率 頻度 比率 
書籍 3660  70.7% 1346 72.6% 
ベストセラー 311 6.0% 110 5.9% 
新聞 28 0.5% 4 0.2% 
雑誌 292 5.6% 51 2.8% 
白書 12 0.2% 0 0.0% 
国会会議録 21 0.4% 17 0.9% 
教科書 37 0.7% 8 0.4% 
知恵袋 76 1.5% 52 2.8% 
広報誌 15 0.3% 3 0.2% 
韻文 25 0.5% 2 0.1% 
法律 0 0.0% 0 0.0% 
ブログ 699 13.5% 261 14.1% 















が 0.5％、「知恵袋」では「とうとう」の方が 1.3％多い。また、「広報誌」では「ついに」の方が 0.1％、「韻























































表 6-2 「地の文」と「会話文」での出現傾向 
 ついに とうとう 
頻度 比率 頻度 比率 
地の文 1406 91.1% 609 81.3% 
会話文 138 8.9% 140 18.7% 
合計 1544 100.0% 749 100.0% 
 






ジェクト X』では「ついに」が 448例中 15例（3.3％）現れ、「とうとう」が 46例中 10例
（21.7％）であると述べ、「新潮文庫」では「ついに」が 81 例中 4 例（4.9％）現れ、「と





現は用例 16 例中 5 例（31.3％）現れており、「会話文に関与」においては「ついに」の出































                                              
2 石川（2006）の用いたデータは、『プロジェクト X－挑戦者たち（メディアミックス版）』（第 1巻から第





























を合わせてみると、「ついに」が 38.4％、「とうとう」が 35.1％であり、両副詞とも約 4割
近く少ない語彙が高い頻度で現れていることが分かった。 






















表 6-3 「ついに」「とうとう」と共起する高頻度の動詞 
ついに とうとう 
順位 動詞 頻度 比率 順位 動詞 頻度 比率 
1 する 275 18.2% 1 なる 97 13.2% 
2 なる 169 11.2% 2 する 69 9.4% 
3 来る 51 3.4% 3 来る 27 3.7% 
4 できる 31 2.0% 4 できる 22 3.0% 
5 言う 23 1.5% 5 言う 21 2.8% 
6 現れる 21 1.4% 6 やってくる 14  1.9% 
7 出る 18 1.2% 7 出る 13 1.8% 
8 開く 17 1.1% 8 行く 11 1.5% 
9 至る 15 1.0% 9 泣く 10 1.4% 
10 諦める 14 0.9% 10 諦める 9 1.2% 
 
では、両副詞と共通に共起する高頻度語は文に現れる際、どのような特徴があるのか疑










































































次の表 6-4 と表 6-5 は、「ついに」「とうとう」それぞれの「（使用）範囲と度数分布」を
まとめた表である。 
 
表 6-4 「ついに」の「(使用)範囲・度数分布表」 
 
                                              
4 第 2章 2.3.1の表 2-2で述べた内容である。 
頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
275～9 0%～49.9% 19 2
8～5 ～60.4% 20 7
4～3 ～69.2% 22 19
2 ～80.3% 40 43
低頻度 1 ～100.0% 62 236 62 236 298 63.4%
合計 1515 163 307 163 307 470 100.0%
中頻度 62 62 124 26.4%
延べ語数 『文学』範囲(補正前) 『文学』範囲(補正後) 異なり語数
高頻度 39 9 48 10.2%
98 
表 6-5 「とうとう」の「(使用)範囲・度数分布表」 
 
 
表 6-4と表 6-5から、両副詞の見出し語の比率は、類義関係にある他の副詞（第 4章 4.5
の表 4-3 と表 4-4、第 5 章 5.5 の表 5-2 と表 5-3）の見出し語の比率と比べると、やや異な
る傾向が見られる。それは、表 6-4と表 6-5に見られるように、両副詞の「低頻度」の見出

























頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
97～5 0%～49.4% 19 1
4～3 ～61.9% 21 4
2 ～72.2% 31 7
低頻度 1 ～100.0% 92 112 92 112 204 71.1%
合計 737 163 124 163 124 287 100.0%
延べ語数 『文学』範囲(補正前)『文学』範囲(補正後) 異なり語数
高頻度 40 5 45 15.7%
中頻度 31 7 38 13.2%
99 
表 6-6 「ついに」「とうとう」の「独自の語」の意味分布 
意味分布 ついに とうとう 
部門 中項目 頻度 比率 頻度 比率 
 
抽象的関係 
2.11×× 類 5 3.5%   
2.12×× 存在 6 4.2% 1 7.1% 
2.15×× 作用 72 50.0% 1 7.1% 






2.30×× 心 28 19.4% 6 42.9% 
2.31×× 言語 7 4.9%   
2.33×× 生活 7 4.9%   
2.34×× 行為 8 5.6%   
2.35×× 交わり 4 2.8% 6 42.9% 
2.36×× 待遇 2 1.4%   
2.37×× 経済 1 0.7%   
小計 57 39.6% 12 85.7% 
自然現象 2.51×× 物質 2 1.4%   
2.57×× 生命 2 1.4%   
小計 4 2.8% 0 0.0% 
















                                              
















































































































































































































































本章の構成については、以下の通りである。第 2 節では、本章の目的を述べ、第 3 節で
は、調査データである『毎日』の概要を、第 4 節では、『毎日』における「ついに」「とう
とう」の出現傾向から文体の差について述べる。第 5 節では、両副詞と共起する中頻度語
のうち「独自の語」の意味分布について述べる。第 6 節では、第 5 節までの結果をまとめ
る。第 7 節では、『毎日』での結果と第 6 章の BCCWJ 内の『文学』での結果を比較し、両













本節では、本章の調査データである『毎日』について述べる。第 5 章と第 9 章で用いた
『毎日』は、2008 年度の 1 年分であるが、本章で用いる『毎日』は、2004 年から 2009 年
までの 6 年分である。6 年分を用いる理由は、検討対象である「とうとう」の「独自の語」




表 7-1 「とうとう」の「(使用)範囲・度数分布表」 
 
 
表 7-1 に見られるように、「とうとう」の「独自の語」は 0 語であることが分かる。デー
タを 5 年分に増やすと「独自の語」が 2 語をなるが、本章では 6 年分を用いて 3 語につい








を変える“扉”を開けると、そこには異世界が広がっていた。（2006 年 7 月 14 日） 
 （2）愛宕署は４日、容疑を殺人と殺人未遂に切り替え、林容疑者の身柄を東京地検に送
った。（2009 年 8 月 5 日） 
 （3）古くは血なまぐさい政治闘争の中で仏教による国づくりを目指した聖徳太子も、そ




頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
13～9 0%～44.0% 2
3～2 ～60.0% 2 1
低頻度 1 ～100.0% 8 12 8 12 20 80.0%
合計 56 12 13 12 13 25 100.0%








うとう」が 341 例であった。このような出現傾向は、第 6 章 6.4.1 の BCCWJ 内の『文学』
における両副詞の出現傾向（「ついに」が 1544 例、「とうとう」が 749 例である）と異なっ
ている。 
以上の両副詞の出現傾向から、「ついに」「とうとう」はジャンルにより出現傾向に相違













我々のもとに降り立った」と演説した。（2005 年 3 月 26 日） 
 （6）河野俊嗣総務部長は「とうとう来たかという感じ」とため息をついた。（2006 年 12
月 9 日） 
 
また、「地の文」と「会話文」での「ついに」「とうとう」の出現傾向をまとめたものが
表 7-2 である。 
 
表 7-2 「地の文」と「会話文」での出現傾向 
 ついに とうとう 
頻度 比率 頻度 比率 
地の文 1840 93.4% 285 83.6% 
会話文 129 6.6% 56 16.4% 
合計 1969 100.0% 341 100.0% 
                                              
1 『毎日』において、「会話文」に現れる直接引用文については、第 5 章 5.7.1 をご参照いただきたい。 
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表 7-3 から、両副詞と共起する出現頻度の高い動詞は、両副詞とも「する」（1 位）、「な
る」（2 位）、「来る」（3 位）、「できる」（4 位）、「出る」（5 位）（ただし、「とうとう」の場
合、「追い込む」も「出る」と共に 5 位）である。両副詞と共起する動詞のうち、共通する
1 位から 5 位までの出現比率を合わせると、「ついに」が 38％、「とうとう」が 46.7％であ
る。「とうとう」と共起する上位 5 位までの出現比率の合計は、「とうとう」において全体








                                              




表 7-3 「ついに」「とうとう」と共起する高頻度の動詞 
ついに とうとう 
順位 動詞 頻度 比率 順位 動詞 頻度 比率 
1 する 355 21.3% 1 する 58 18.8% 
2 なる 162 9.7% 2 なる 49 15.9% 
3 来る 60 3.6% 3 来る 25 8.1% 
4 できる 30 1.8% 4 できる 7 2.3% 
5 出る 27 1.6% 5 追い込む 5 1.6% 
6 入る 23 1.4% 5 出る 5  1.6% 
7 迎える 19 1.1% 6 開ける 4 1.3% 
8 超える 17 1.0% 6 やる 4 1.3% 
9 切る 16 1.0% 7 現れる 3 1.0% 




次に、両副詞と共起する 5 位以降の動詞は、「ついに」は、「入る」（6 位）、「迎える」（7
位）、「超える」（8 位）、「切る」「立つ」（9 位）の順である。一方、「とうとう」は、「聞け








は「もうリスクを冒す必要はない」と勝利宣言が出た。（2004 年 10 月 8 日） 
 （9）自民党のなかから、ついに小泉首相の辞任を求める声が出てきた。（2004 年 11 月
13 日）   
 （10）しかも残る主将戦は、明らかに豊島岡女子学園・太田安里さんが優勢だった。だ
が宮崎学園の西香織さんは、必死に粘る。ついに太田さんにミスが出て逆転した。
                                              
3 「ついに」と共起する 5 位以降の動詞は、「とうとう」にも現れている。「ついに」と共起する「入る」
は「とうとう」に 1 例（9 位）、「迎える」は「とうとう」に 2 例（8 位）、「超える」は「とうとう」に 1
例（8 位）、「切る」は「とうとう」に 2 例（8 位）、「立つ」は「とうとう」に 1 例（8 位）が現れた。同様
に、「とうとう」の「追い込む」は「ついに」に 4 例（21 位）、「聴ける」は「ついに」に 2 例（23 位）、「や
る」は「ついに」に 3 例（22 位）、「現れる」は「ついに」に 6 例（19 位）、「行く」は「ついに」に 5 例
（20 位）現れた。 
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（2005 年 8 月 12 日） 
 （11）そして訪れた選抜出場。「ついに闘球部が全国大会に出る！」と、ＯＢや関係者の
興奮は最高潮に。（2006 年 3 月 29 日） 
（12）「バッテリー」ファン待望の続編がついに出た。（2007 年 2 月 23 日） 
 （13）フランス全土に広がった旧植民地からの移民などによる暴動になかなか歯止めが
かからない。すでに各地で車５０００台以上が燃やされ、とうとう死者まで出た。






パンフレットを探し、「骨盤臓器脱」という病名を見つけた。（2009 年 10 月 28 日） 
 （15）とうとう出た本書は、意表をつく「走るファンタジー小説」だ。（2008 年 9 月 12
日） 
（16）事件発生以来、「自衛隊の即時撤退要求」を慎重に抑えてきた民主党に、とうとう




































率と伊藤（2008：p.121）が提示している「頻度 1 の見出し語は語彙量の 50%前後を占め
るのが普通である」ことと比べると、非常に多いことが分かる。これによって「とうとう」
は、多様な頻度 1 語と共起していると言えよう。 
次に、表 7-4 と表 7-5 から抽出された「独自の語」は「ついに」が 106 語、「とうとう」
が 3 語である。（「とうとう」の「独自の語」は参照程度の数しか現れなかったが、）「つい
に」「とうとう」の「独自の語」について、『分類語彙表』を用いて意味分類し、その意味
分布を表にまとめると、次の表 7-6 となる。 
表 7-6 から意味分布を見ると、「抽象的関係」「人間活動」「自然現象」部門において、「独
                                                                                                                                    
く」「ついに」が使われているのではないかと考えられる。新聞記事面における副詞の出現傾向については
今後の課題にしたい（第 5 章脚注 3 の再掲載）。 
頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
355～12 0%～49.6% 16 2
11～8 ～59.4% 9 9
7～4 ～71.8% 16 26
3 ～77.0% 9 20
2 ～86.1% 16 60
低頻度 1 ～100.0% 16 215 16 215 231 55.8%
合計 1666 82 332 82 332 414 100.0%
延べ語数 『毎日』範囲(補正前) 『毎日』範囲(補正後) 異なり語数
高頻度 25 11 36 8.7%
中頻度 41 106 147 35.5%
頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
58～4 0%～50.3% 8 0
3 ～59.6% 3 0
2 ～70.6% 19 3
低頻度 1 ～100.0% 52 46 52 46 98 74.8%
合計 308 82 49 82 49 131 100.0%
延べ語数 『毎日』範囲(補正前) 『毎日』範囲(補正後) 異なり語数
中頻度 19 3 22 16.8%




これらの差が有意な差であるかカイ二乗検定を行ったところ（χ2=1.7083、 p=0.4264  
p>0.05）、有意差は認められなかった。 
 
表 7-6 「ついに」「とうとう」の「独自の語」の意味分布 
意味分布 ついに とうとう 




2.11×× 類 8 2.6%   
2.12×× 存在 20 6.6%   
2.13×× 様相 4 1.3%   
2.15×× 作用 128 42.4% 2 33.3% 
2.16×× 時間 4 1.3%   
2.17×× 空間 4 1.3%   






2.30×× 心 33 10.9%   
2.31×× 言語 12 4.0% 2 33.3% 
2.32×× 芸術 3 1.0%   
2.33×× 生活 25 8.3%   
2.34×× 行為 10 3.3%   
2.35×× 交わり 17 5.6% 2 33.3% 
2.36×× 待遇 8 2.6%   
2.37×× 経済 13 4.3%   
2.38×× 事業 2 0.7%   
小計 123 40.7% 4 66.7% 
自然物及び 
自然現象 
2.50×× 自然 2 0.7%   
2.51×× 物質 6 2.0%   
2.57×× 生命 3 1.0%   
小計 11 3.6% 0 0.0% 























崩れた。（2009 年 5 月 15 日）  
 （19）そのうえ原油高はとどまるところを知らず、ついに１００ドルの大台に達した。
（2008 年 1 月 8 日） 
 （20）大関在位５０場所。優勝２回。だが最高位の横綱についに届かず「悲劇の大関」
と言われた。（2005 年 5 月 31 日）  
 （21）先輩のひたむきな気迫が後輩を触発し、二人そろって結果を出す。和田が２本塁
打した前日の派手な勝利とは、ひと味違った勝ち方で、首位・巨人とのゲーム差は、
ついに「１」にまで縮まった。（2009 年 8 月 6 日） 
 （22）～友達のニワトリによると、長年、安くて安定してきた卵の値段が、ついに上が





（2005 年 3 月 10 日） 
 （24）高橋が時代と家族に翻弄（ほんろう）され、ついには大陸にまで流れていく秋子
の玉吉に寄せる思いと悲しみを表現した。（2006 年 7 月 19 日） 
（25）祖父が出生を届けに行ったのだそうですが、道中いくら考えても名前が浮かんで








































月 29 日） 
 （28）３歳くらいの女の子は、待ちくたびれたのだろう。ついに、泣きだしてしまった。
（2008 年 6 月 6 日） 
（29）それに対して、丸紅ルートを守っていたのはサラリーマン重役ばかりであったか
ら、検察の厳しい取り調べに対抗できず、ついに口を割ってしまった。（2006 年 2




年 5 月 25 日） 
 （31）谷川は１手損角換わり作戦から、厳しく攻めたてた。だが、森内は頑強な受けで
後手の攻めをしのぐ。力をためて、５五桂（７７手目）から鋭く反撃し、ついに谷





へました」（昭和５年２月２８日の父あての手紙）。（2007 年 1 月 25 日） 
 （33）「総理がそこまでおっしゃるのであれば……」。これまで立候補に反対していた竹





















年 1 月 21 日） 
（36）鶴千代から政岡を引き離そうとする悪人方の御殿女中の八汐（片岡仁左衛門）と、
鶴千代を毒殺させまいとする政岡の対決が描かれる。政岡の子の千松は、鶴千代の










































7.7 『毎日』における結果と BCCWJ内の『文学』における結果の比較 








表 7-7 「ついに」「とうとう」の出現頻度 
ジャンル ついに とうとう 
『毎日』95~97 1899 304 
BCCWJ 内の「新聞」 28 4 
『毎日』2008 年7 314 56 






                                              
5 「独自の語」と係る補語については今後の課題にする。 
6 『毎日』95-97 は、趙（2009）で用いたデータをさす。趙（2009）は、『毎日』95 年から 97 年まで 3
年分を用い、「ついに」「とうとう」と共起する述語について検討を行った。詳細は第 6 章 6.4.3.1 の脚注 3
をご参照いただきたい。 
7 本章における『毎日』は 6 年分を用いて検討しているが、出現頻度の検討においては、『文学』と語数が





ンルごとにまとめたものが次の表 7-8 である。 
 
表 7-8 ジャンルによる「地の文」と「会話文」での出現傾向 
 『毎日』 『文学』 『毎日』95~978 


























































9 第 6 章 6.4.2 の表 6-2 と本章 7.4.1 の表 7-2 で検定した結果を再掲したものである。 












表 7-9 に示す。 
 
表 7-9 ジャンルにおける「ついに」「とうとう」と共起する高頻度語 
 『毎日』 『文学』 『毎日』95～9711 





































































                                              
11 『毎日』95～97 は、先述したように、趙（2009）の検討結果を参照として示す。趙（2009）では、「つ
いに」「とうとう」と共起する述語の認定において、サ変動詞を「する」と一緒に扱っておらず、一語ずつ
数えているため、「する」の順位が「ついに」では 4 位、「とうとう」では 10 位以降となっている。 
121 
の 4 位までの述語の出現比率を合わせると、『毎日』では「ついに」が 38.0％、「とうとう」
が 46.7％である。一方、『文学』では「ついに」が 38.4％、「とうとう」が 35.1％であり、
































                                              
12 森田（1989）は、第 2 章 2.3.1 表 2-2 をご参照いただきたい。 
122 
表 7-10 「（使用）範囲・度数分布表」の見出し語の出現比率13 
 副詞 高頻度 中頻度 低頻度 合計 
『毎日』 ついに 8.7% 35.5% 55.8% 100.0% 
とうとう 8.4% 16.8% 74.8% 100.0% 
『文学』 
 
ついに 10.2% 26.4% 63.4% 100.0% 










けて集計したものが表 7-11 と表 7-12 である。 
 
表 7-11 「ついに」の「独自の語」の出現頻度 
 『分類語彙表』における部門  
ジャンル 抽象的関係 人間活動 自然現象 合計 
『毎日』 168 123 11 302 
『文学』 83 57 4 144 
合計 251 180 15 446 
 
表 7-12 「とうとう」の「独自の語」の出現頻度 
 『分類語彙表』における部門  
ジャンル 抽象的関係 人間活動 自然現象 合計 
『毎日』 2 4 0 6 
『文学』 2 12 0 14 
合計 4 16 0 20 
 
                                              
13 表 7-10 の作成について、『毎日』は第 7 章 7.5 の表 7-4 と表 7-5、『文学』は第 6 章 6.5 の表 6-4 と表 6-5
からである。 
14 第 5 章 5.7.3.1 において、「やっと」と「ようやく」の低頻度の見出し語の出現比率は、『毎日』では 61.7%












表 7-13 ジャンル別の「独自の語」の出現比率 
ジャンル 副詞 抽象的関係 人間活動 自然現象 合計 
『毎日』 ついに 55.6% 40.7% 3.6% 100.0% 
とうとう 33.3% 66.7% 0.0% 100.0% 
『文学』 
 
ついに 57.6% 39.6% 2.8% 100.0% 




る。さらに、以下の表 7-14 は、表 7-13 の「ついに」「とうとう」のジャンル別における出
現比率を比較し、出現比率の高い部門に「○」を付けたものである。 
 
表 7-14 ジャンル別の「独自の語」の出現傾向 
ジャンル 副詞 抽象的関係 人間活動 自然現象 
『毎日』 ついに ○  ○ 
とうとう  ○  
『文学』 
 
ついに ○  ○ 






 表 7-14 と、第 5 章の「やっと」「ようやく」の「独自の語」の出現傾向である表 5-10 に
おいて、「○」がついた結果から、ある傾向が見られた15。それは、より話し言葉的な文に
                                              






















































に」が 38.4％、「とうとう」が 35.1％であった。『毎日』における「とうとう」は 4 位まで










































































































                                              









頻度 比率 頻度 比率 
書籍 3122 64.9% 3579 67.9% 
ベストセラー 403 8.4% 377 7.2% 
新聞 14 0.3% 58 1.1% 
雑誌 135 2.8% 195 3.7% 
白書 6 0.1% 8 0.2% 
国会会議録 60 1.2% 46 0.9% 
教科書 18 0.4% 15 0.3% 
知恵袋 594 12.4% 496 9.4% 
広報誌 26 0.5% 36 0.7% 
韻文 10 0.2% 10 0.2% 
法律 0 0.0% 0 0.0% 
ブログ 419 8.7% 448 8.5% 















                                              
2 「書籍」では「突然」の方が 3％多く、「ベストセラー」では「急に」の方が 1.2％多く、「新聞」では





























表 8-2 「地の文」と「会話文」での出現傾向 
 急に 突然 
頻度 比率 頻度 比率 
地の文 1732 81.2% 1952 88.8% 
会話文 400 18.8% 245 11.2% 
合計 2132 100.0% 2197 100.0% 
 















 （8）椎名 うん。名古屋はどこの店もそうなんですか。小野 そうです。有名な店だと、
「うどん錦」「鯱乃家」「若鯱家」ですね。椎名 俺、カレーうどんって、突然、食
べたくなるなあ。一度、そう思っちゃうと、食べたくて食べたくてたまんなくなる




















                                              
3「急に」と共起する述語が省略されたものは 53例、「急に。」で終わるものは 1例、述語が「名詞＋助動
詞」であるものは 3例、「体言止め」であるものは 1例現れた。 
4 文が「突然（に）。」で終わるものは 8例、述語が「名詞＋助動詞」であるものは 1例、「体言止め」であ






表 8-3 「急に」「突然」と共起する高頻度の動詞 
急に 突然 
順位 動詞 頻度 比率 順位 動詞 頻度 比率 
1 なる 627 30.2% 1 する 232 10.7% 
2 する 152 7.3% 2 なる 163 7.5% 
3 言う 59 2.8% 3 言う 103 4.8% 
4 変わる 42 2.0% 4 現れる 78 3.6% 
5 思い出す 30 1.4% 5 思い出す 33 1.5% 
6 変える 28 1.4% 6 上げる 32 1.5% 
7 感じる 26 1.3% 7 立ち上がる 30 1.4% 
8 覚える 20 1.0% 8 聞こえる 25 1.2% 
9 立ち上がる 19 0.9% 8 叫ぶ 25 1.2% 































































表 8-4 「急に」の「(使用)範囲・度数分布表」 
 
 
表 8-5 「突然」の「(使用)範囲・度数分布表」 
 
 












頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
627～16 0%～50.7% 12
15～9 ～61.1% 18 1
8～5 ～69.2% 26 1
4～3 ～79.2% 40 19
2 ～87.4% 45 38
低頻度 1 ～100.0% 88 177 88 177 265 57.0%
合計 2074 229 236 229 236 465 100.0%
延べ語数 『文学』範囲(補正前) 『文学』範囲(補正後) 異なり語数
高頻度 30 1 31 6.7%
中頻度 111 58 169 36.3%
頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
232～12 0%～49.8% 30
11～8 ～59.9% 23 1
7～5 ～70.3% 36 4
4～3 ～80.3% 36 28
2 ～87.8% 38 43
低頻度 1 ～100.0% 66 199 66 199 265 52.6%
合計 2162 229 275 229 275 504 100.0%
延べ語数 『文学』範囲(補正前) 『文学』範囲(補正後) 異なり語数
高頻度 53 1 54 10.7%
中頻度 110 75 185 36.7%
135 
表 8-6 「急に」「突然」の「独自の語」の意味分布 
意味分布 急に 突然 




2.11×× 類   1 0.5% 
2.12×× 存在 9 6.0% 21 10.4% 
2.13×× 様相 5 3.3% 7 3.5% 
2.15×× 作用 41 27.2% 77 38.1% 
2.16×× 時間 2 1.3%   
2.17×× 空間 2 1.3% 6 3.0% 






2.30×× 心 30 19.9% 15 7.4% 
2.31×× 言語 8 5.3% 15 7.4% 
2.33×× 生活 3 2.0% 14 6.9% 
2.34×× 行為 3 2.0%   
2.35×× 交わり   9 4.5% 
2.36×× 待遇 2 1.3%   
2.37×× 経済   9 4.5% 
2.38×× 事業 1 0.7% 3 1.5% 
小計 47 31.1% 65 32.2% 
自然物及び 
自然現象 
2.50×× 自然 24 15.9% 13 6.4% 
2.51×× 物質 12 7.9% 8 4.0% 
2.57×× 生命 9 6.0% 4 2.0% 
小計 45 29.8% 25 12.4% 













































































































































































急に人々を催し立てれば 皆な後悔の顔色揃ひ 山形屋はどうした まだ起きない


































































































































































































本章の構成は、第 2 節では、本章の目的について述べ、第 3 節では、調査データについ
て述べる。第 4 節では、両副詞の「地の文」と「会話文」での出現傾向から文体の差につ
いて述べ、また、両副詞と共起する中頻度の述語のうち「独自の語」の意味分布から、両
副詞の相違について述べる。第 5 節では、第 4 節までの結果をまとめる。第 6 節では、『毎
日』での結果と第 8 章での BCCWJ における結果を比較し、ジャンルにより両副詞に相違





















ている。（2008 年 1 月 8 日） 
 （2）救急搬送の際に受け入れ病院が見つからず患者が死亡する事故が相次いでいる問題
を受け、増田寛也総務相は８日の閣議後の記者会見で、０７年中の救急搬送の実態








をめどに首相官邸に提出することになった。（2008 年 1 月 6 日） 
（4）移動の車中でインタビューした。突然ですが、あなたのふるさとは大阪？ それと
もテレビ？ 「うーん、どっちもかな」。（2008 年 1 月 28 日） 
 
以上のように、検討対象と異なる語や重複の用例などを除き、「急に」は 245 例、「突




















時間に、こんなことをするなんて」と憤りをあらわにした。（2008 年 9 月 14 日） 
（6）Ｑ じゃあ急に連絡が来るのかな？（2008 年 5 月 21 日） 
 
直接引用文である（5）と、（6）のようなものを「会話文」として認定した。両副詞の
「地の文」と「会話文」での出現傾向をまとめたものが下記の表 9-1 である。 
 
表 9-1 「地の文」と「会話文」での出現傾向 
 急に 突然 
頻度 比率 頻度 比率 
地の文 173 70.6% 720 93.4% 
会話文 72 29.4% 51 6.6% 
合計 245 100.0% 771 100.0% 
 











い。なぜだ」。答えは出なかった。（2008 年 4 月 15 日） 
 （8）自衛隊派遣：恒久法成立目指す 外相表明－－政府・与党、動き急に 
（2008 年 1 月 25 日） 
（9）会合の終わり近くにノルウェーが突然、宣言。（2008 年 10 月 13 日） 
                                              




以上のようなものを除くと、「急に」は 236 例、「突然」は 710 例となる。これらの用
例を対象にし、両副詞と共起する述語について、検討していく2。 
下記の表 9-2 は、「急に」と「突然」と共起する述語を出現頻度の高い順 10 位までまと
めたものである。 
 
表 9-2 「急に」「突然」と共起する高頻度の動詞 
「急に」 「突然」 
順位 動詞 頻度 比率 順位 動詞 頻度 比率 
1 なる 63 26.7% 1 する 174 24.5% 
2 する 30 12.7% 2 なる 44 6.2% 
3 増える 9 3.8% 3 現れる 26 3.7% 
4 言う 7 3.0% 4    言う 22 3.1% 
5 変わる 6 2.5% 5 倒れる 17 2.4% 
5 出る 6 2.5% 6    襲う 14  2.0% 
7 上げる 4 1.7% 7 失う 10 1.4% 
7 来る 4 1.7% 8 奪う 9 1.3% 
7 止まる 4 1.7% 8 消える 9 1.3% 
7 減る 4 1.7% 10 ある 8 1.1% 
 









きが多いと言えそうである。しかし、第 8 章 8.4.3.2 で述べたように、「急に」は、「なる」
の次に「する」が多く、また「突然」は「する」の次に「なる」が多く出現することから、
                                              
2 除外した用例は、「急に」は「体言止め」が 4 例、述語が省略されたものが 2 例、「急に」で終わるも
のが 3 例、合計 9 例である。一方、「突然」は「体言止め」が 42 例、「突然」で終わるものが 12 例、述















ともに過ごす時間が急に増えると、ストレスを感じてしまう。（2008 年 10 月 12 日） 
（11）若い女性に社交ダンスや作法を面白おかしく教える趣向だが、印象深い場面があ
った。素人の女性が順番に踊りを披露していくと、突然、父親が現れる。（2008 年
9 月 28 日） 
 










                                              
















次の表 9-3 と表 9-4 は、両副詞のそれぞれの「独自の語」を抽出した表である。 
 
表 9-3 「急に」の「（使用）範囲・度数分布表」 
 
 
表 9-4 「突然」の「（使用）範囲・度数分布表」 
 
 
上記の表 9-3 と表 9-4 から、両副詞における「高頻度」「中頻度」「低頻度」の見出し語の











頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
63～6 0%～51.3% 5 1
5～4 ～59.7% 4 1
3 ～67.4% 4 1
2 ～75.8% 6 5
低頻度 1 ～100.0% 23 34 23 34 57 67.9%
合計 236 42 42 42 42 84 100.0%
中頻度 10 6 16 19.0%
延べ語数 『毎日』範囲(補正前) 『毎日』範囲(補正後) 異なり語数
高頻度 9 2 11 13.1%
頻度層 度数 累積比率 共通動詞 固有動詞 共通動詞 固有動詞 合計 比率
174～8 0%～49.2% 7 5
7～5 ～57.3% 5 5
4 ～64.1% 5 7
3～2 ～79.9% 13 33
低頻度 1 ～100.0% 12 131 12 131 143 64.1%
合計 710 42 181 42 181 223 100.0%
高頻度 12 10 22 9.9%
中頻度 18 40 58 26.0%
延べ語数 『毎日』範囲(補正前) 『毎日』範囲(補正後) 異なり語数
152 
表 9-5 「急に」「突然」の「独自の語」の意味分布 
意味分布 急に 突然 




2.11×× 類   3 2.8% 
2.12×× 存在   11 10.2% 
2.13×× 様相   5 4.6% 
2.15×× 作用 7 53.8% 50 46.3% 






2.30×× 心 4 30.8% 7 6.5% 
2.31×× 言語   11 10.2% 
2.33×× 生活   5 4.6% 
2.34×× 行為   6 5.6% 
2.35×× 交わり   4 3.7% 
2.37×× 経済 2 15.4%   
小計 6 46.2% 33 30.6% 
自然物及び 
自然現象 
2.50×× 自然   4 3.7% 
2.57×× 生命   2 1.9% 
小計 0 0.0% 6 5.6% 


























重なるか。（2008 年 7 月 17 日） 
（14） Ｑ 断層はどうして急にずれるのかな？（2008 年 6 月 27 日） 
 （15）突然ずしりと響く言葉を発する村内を、謎めいたさすらいの臨時教師として描い
た。（2008 年 11 月 28 日） 
（16）片側２車線で幅７・５メートルの国道を３０メートルほど走行すると、前方から
突然、車列が姿を現した。（2008 年 3 月 11 日） 
 （17）朔太郎（大沢たかお）の婚約者律子（柴咲コウ）が、結婚直前に突然姿を消した。
（2008 年 12 月 15 日） 
 （18）兵庫県宍粟市山崎町野の市立城東保育所で２９日、昼寝していた３歳前後の園児
６人が突然体調を崩して病院に運ばれ、一酸化炭素中毒と診断されていたことが分
かった。（2008 年 10 月 30 日） 
 （19）小宮山裁判官は「乗車していた入所者が突然発作を起こして動転したという事情
はあるが、結果は重大」と述べた。（2008 年 7 月 4 日） 
 （20）０６年、石綿が原因でがんを発症するなど労働災害認定を受けた人数を事業者ご
とに公表してきた厚生労働省が突然、非公表方針に転じ、患者らの間に波紋を広げ
ていた。（2008 年 9 月 4 日） 
 （21）今から７９年前の１９２９年１０月２４日。ニューヨーク株式市場が突然、大暴






































   
（23）スタート直後から予定通りのペースに乗り２５キロ地点では２位集団に２分余り
の大差をつけた。しかし徐々に歩幅が小さくなり、３０キロを過ぎて「急に目や足
に違和感を覚えた」という。（2008 年 1 月 28 日） 
（24）この日の予定には入っていなかったが「午後になって首相が急に思い立った」（周
辺）という。（2008 年 3 月 21 日） 
（25）家電量販店のビックカメラ池袋本店（東京都豊島区）では、５月から「ワンセグ
テレビ」専用コーナーを設けた。担当者は「今年に入って急に売れ始めた。女性の
















死去を伝えた。８２歳だった。（2008 年 9 月 18 日） 
 （30）横浜市内のある中学では年約３０件、生徒同士の暴力でケガに至る事案が起きる。
「うわさで悪口を言われたと思い込み、出会った瞬間、突然殴る。言い合いをして、
つかみ合って……という過程がなくなった」。副校長は嘆く。（2008 年 11 月 21 日） 
（31）２５年前、富山県民公園を天皇陛下とともに訪れていた皇后さまは、集まってい



















月 11 日） 
 （33）佐藤監督は昨年９月、４９歳で突然世を去ったが、映画を通じて、その思いは生
























































 表 9-6 「急に」「突然」の出現頻度  
ジャンル 急に 突然 
『毎日』97 417 1347 
BCCWJ 内の「新聞」 14 58 
『毎日』 245 771 
『文学』 2132 2197 
 
                                              
4 本章 9.4.2 で述べたように、趙（2012a）は、『毎日』95 年～97 年のデータを用い、ランダムで 1000 例
抽出し、「急に」「突然」と共起する述語について、高頻度語を中心に検討し、両副詞のよく現れる事態を
明らかにしている。趙（2012b）は、BCCWJ 内の『書籍』を用い、ランダムで 1000 例抽出し、両副詞と
共起する述語について、「基本語」と「特徴語」に分け、「特徴語」を中心に検討を行った。「基本語」と「特



















次の表 9-7 に示す。 
 
表 9-7 ジャンルによる「地の文」と「会話文」での出現傾向 
 『毎日』 『文学』 『毎日』95~975 










































                                              
5 趙（2012b）は、『毎日』95～97 年と BCCWJ 内の『書籍』を比較するため、両ジャンルから 1,000 ず


































                                              




8 鄭・他（2009）について第 5 章 5.7.1 と第 7 章 7.7.1 でも取り上げた。 
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表 9-8 ジャンルごとにおける両副詞と共起する高頻度語 
 『毎日』 『文学』 『毎日』95～97 『書籍』9 

































































5  変わる・出る 
6（2.5%） 

























においては 3 つであり、『文学』においては 4 つであるが、両ジャンルにおいて「急に」
の出現比率がやや高いことから、「急に」は「突然」より少ない語彙が高頻度で用いられ
ていることが分かる。 






                                              
9 『書籍』は、趙（2012b：p.88）の表 3 から引用した。 
10 第 8 章 8.5 と本章 9.4.2 でも述べた内容である。 
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表 9-9 「（使用）範囲・度数分布表」の見出し語の出現比率11 
 副詞 高頻度 中頻度 低頻度 合計 
『毎日』 急に 13.1% 19.0% 67.9% 100.0% 
突然 9.9% 26.0% 64.1% 100.0% 
『文学』 
 
急に 6.7% 36.3% 57.0% 100.0% 
突然 10.7% 36.7% 52.6% 100.0% 
 
表 9-9 から『毎日』における「低頻度」の見出し語の出現比率は「急に」が 67.9%、「突
然」が 64.1%であり、『文学』における「低頻度」の見出し語の出現比率は「急に」が 57.0％、












                                              
11 表 9-9 は、『毎日』は第 8 章 9.5 の表 9-3、表 9-4 と、『文学』は第 8 章 8.5 の表 8-4、表 8-5 から作成し
た。 
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表 9-10 「急に」の「独自の語」の出現頻度 
 『分類語彙表』における部門  
ジャンル 抽象的関係 人間活動 自然現象 合計 
『毎日』 7 6 0 13 
『文学』 59 47 45 151 
合計 66 53 45 164 
 
表 9-11 「突然」の「独自の語」の出現頻度 
 『分類語彙表』における部門  
ジャンル 抽象的関係 人間活動 自然現象 合計 
『毎日』 69 33 6 108 
『文学』 112 65 25 202 
合計 181 98 31 310 
 
表 9-10 のジャンルによる「急に」の「独自の語」の分布について、カイ二乗検定を用い






の出現比率をまとめたものが次の表 9-12 である。 
 
表 9-12 ジャンル別の「独自の語」の出現比率 
ジャンル 副詞 抽象的関係 人間活動 自然現象 合計 
『毎日』 急に 53.8% 46.2% 0.0% 100.0% 
突然 63.9% 30.6% 5.6% 100.0% 
『文学』 
 
急に 39.1% 31.1% 29.8% 100.0% 








さらに、次の表 9-13 は、表 9-12 のジャンル別に現れる両副詞の出現比率を比較し、出
現比率の高い部門に「○」を付けたものである。 
 
表 9-13 ジャンル別の「独自の語」の出現傾向 
ジャンル 副詞 抽象的関係 人間活動 自然現象 
『毎日』 急に  ○  
突然 ○  ○ 
『文学』 
 
急に   ○ 
























































                                              
12 趙（2012b）は『書籍』を用い、「急に」「突然」と共起する述語を「基本語」と「特徴語」に分けてい






























































第 10章 結章 
 



































































                            
1 例えば、（第 4 章 4.5）（14）「やっと、全身に安堵が広がった」などがある。 





















第 6 章と第 7 章では、「ついに」「とうとう」の相違について、上記の「やっと」「ようや
く」と同様の項目について検討を行い、第 6 章では BCCWJ 内の『文学』を用い、第 7 章
の前半では『毎日』を用い、その結果を述べた。第 7 章の後半では、『毎日』『文学』とい












                            
3 例えば、（第 4 章 4.5）（27）「やっと、捕まった」、（28）「やっと助かった」などがある。 
4 例えば、（第 4 章 4.5）（29）「ようやく命じた」などがある。 
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「言う」（5 位）、『文学』では「出る」（5 位）であった。『毎日』『文学』において、4 位ま
での述語の出現比率を合計すると、『毎日』で「ついに」が 38.0％、「とうとう」が 46.7％
であり、『文学』で「ついに」が 38.4％、「とうとう」が 35.1％であった。『毎日』における


























                            
5 「ついに」「とうとう」が（第 6 章 6.4.3.2）（16）「～人魂売りが塔の中に入って、とうとうついに出て
こなかった」のように、共に現れるものが見られた。連続して現れるということは類義の度合いが高いた
めに可能な現れ方ではないかと思われる。 
6 例えば、（第 6 章 6.5）（24）「ついに肩を落とした」などがある。 
7 例えば、（第 7 章 7.5）（26）「とうとう海に着きました」などがある。 
8 例えば、（第 6 章 6.5）（27）「とうとう全員鬼の形をとどめぬほどつぶされてしまった」などがある。 
9 例えば、（第 6 章 6.5）（31）「僕はついに応じなかった」などがある。 







第 8 章と第 9 章では、「急に」「突然」の相違について、「やっと」「ようやく」、「ついに」
「とうとう」における検討項目と同様のものに対し、検討を行った。第 8 章では BCCWJ


























                            
11 例えば、（第 6 章 6.5）（36）「とうとう天皇さままでおつきあい下さいました」などがある。 
12 例えば、（第 6 章 6.5）（37）「ついに燃え盛る陽光の炎に包まれた」、（38）「ついに命を落としました」、

































                            
13 例えば、（第 8 章 8.5）（10）「急に老けてみえた」、（15）「逢う回数は急に減った」、（16）「急に肥った」
などがある。 























表 10-1 両ジャンルにおける各副詞の「独自の語」の意味分布の特徴 
 抽象的関係 人間活動 自然現象 
やっと  共  相 （相） 
ようやく 共 共 相 
ついに 相 共 共 
とうとう 相 共 （相） 
急に 共 共 （相） 






                            













これらを表にまとめると、次の表 10-2 となる。 
 
 表 10-2 「やっと」類と「急に」「突然」の「独自の語」の出現傾向 
 ジャンル 抽象的関係 人間活動 自然現象 
やっと 『毎日』    ◎  
『文学』  ◎  
ようやく 『毎日』 ●  ● 
『文学』 ●  ● 
ついに 『毎日』 ●  ● 
『文学』 ●  ● 
とうとう 『毎日』  ◎  
『文学』  ◎  
急に 『毎日』   ◎  
『文学』   ○ 
突然 『毎日』 ●  ● 





















































表 10-3 各副詞の「（使用）範囲・度数分布表」における頻度層の出現比率 
 ジャンル 高頻度 中頻度 低頻度 
やっと 『毎日』 13.5% 24.8% 61.7% 
『文学』 8.1% 37.3% 54.6% 
ようやく 『毎日』 12.6% 27.9% 59.5% 
『文学』 8.0% 35.8% 56.1% 
ついに 『毎日』 8.7% 35.5% 55.8% 
『文学』 10.2% 26.4% 63.4% 
とうとう 『毎日』 8.4% 16.8% 74.8% 
『文学』 15.6% 13.2% 71.2% 
急に 『毎日』 13.1% 19.0% 67.9% 
『文学』 6.7% 36.3% 57.0% 
突然 『毎日』 9.9% 26.0% 64.1% 










で言えることは、「とうとう」は頻度 1 の語で多様な語と共起していることである。頻度 1
の語の中には臨時 1 語が含まれている可能性もあるが、「とうとう」は他の副詞より、特殊






表 10-4 ジャンルごとにおける副詞の各頻度層の出現比率 
 ジャンル 高頻度 中頻度 低頻度 
『毎日』 やっと 13.5% 24.8% 61.7% 
ようやく 12.6% 27.9% 59.5% 
『文学』 やっと 8.1% 37.3% 54.6% 
ようやく 8.0% 35.8% 56.1% 
『毎日』 ついに 8.7% 35.5% 55.8% 
とうとう 8.4% 16.8% 74.8% 
『文学』 ついに 10.2% 26.4% 63.4% 
とうとう 15.6% 13.2% 71.2% 
『毎日』 急に 13.1% 19.0% 67.9% 
突然 9.9% 26.0% 64.1% 
『文学』 急に 6.7% 36.3% 57.0% 



































































































    事態実現の想定                事態実現の確定 
 
 











      起点               到達点 
 
 
                         
 
                               
                           
                           エネルギー伝達 





（4）a  あ、やっとバスが来た。 
     b?  あ、ようやくバスが来た。 
（5）［マラソンで］a?先頭集団がやっと三十五キロ地点にさしかかってきました。 
























起点               到達点 
 
 
図 10-3 「やっと」「ようやく」のベース 
 
 
起点               到達点 
 
 
図 10-4 「やっと」のイメージスキーマ（プロファイルは太線） 
        
 
 





起点               到達点 
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垣尚宏さん、李スンヒョンさんにも心から感謝申し上げます。 
最後に、韓国からいつも応援してくれた LG電子責任研究員である徐富完さん、友人であ
るチョン・ユンジョンさんにも心から感謝申し上げます。また、論文の日本語を添削して
くださった首都大学東京のアカデミックライティングの支援の方々にも感謝申し上げます。
さらに、留学生活の最初から現在まで勉強を励まし、温かく見守ってくれた家族に感謝し、
本論文を結ぶことと致します。 
 
